「市政を変える　関市政を告発し、市政を刷新しよう」　セリフ

　　
第　1　コマ　　　　タイトル　　　「市政を変える　関市政を告発し、市政を刷新しよう」
関市長は２年前に、「税金ムダ使いの責任を取る」と言って、辞職し、「市政改革をやるんだ」と言って、再出馬しました。

関市長は、税金ムダ使いを改めたのか、一体どんな「市政改革」をやって来たのか、見てみましょう

第 2 コマ　　　　　タイトル　　　「財界などの意見を聞いて市政運営する関市長」

　関市長は当選後、選挙でかかげた「マニフェスト」を実行するために、議会や市民の声ではなく、外部委員の意見を聞いて、市政を運営する体制をつくりました。　それが、市政改革推進委員会です。　　その主なメンバーは、上山信一・慶応義塾大学教授や、関西財界の代表です

第 3 コマ　　　　　タイトル　　「上山氏がかたる本音」
市政改革推進委員会の委員長・上山氏は、ホームページで、本音をこう語っています。

　　「大阪市の市政改革は、小泉内閣の構造改革を先取りするものだ」　
　「政府も財界も関市長を支援したんだから、後押ししなければならない」　  「これからは、財界が大阪市政を、指揮監督する」

「市政改革」の本当の姿は、参議院選挙でノーの審判を受けた、構造改革路線の、「地方版」にほかなりません。
第　4 コマ　　　　　タイトル　「税金のムダ遣いを改めたのか　その１」

　　関市長は、税金のムダづかいを改めたのでしょうか。　相次いで失敗した巨大開発はどうなっているのか、見てみましょう。

第　5 コマ　　　　　タイトル　「WTC、ATC、ドーム球場など、三セク会社」

　　　大阪市が出資した三セク会社は、銀行からの多額の借金でテナントビルを建設し、
経営がうまくいかないので、大阪市が税金を投入して支援をしましたが、いずれも経営破綻してしまいました。
　　 WTCには、大阪市が501億円もつぎ込みました。ATCには、606億円もつぎ込みました。
ドーム球場には、156億円をつぎ込みましたが、赤字で、オリックスという会社に売却してしまいました。名前を使用する権利は京セラに売却しました。
第　6　コマ　　　　　タイトル　「霞町、住之江、弁天町の土地信託」

　　大阪市が、信託銀行に土地をあずけて事業をさせ、儲けをあげようとしたのが土地信託事業です。ところが大失敗。
　　霞町のフェスティバルゲートでは、借金が380億円になり、　そのうち200億円を大阪市が負担しました。
　　住之江のオスカードリームでは、借金は275億円にふくれあがり、信託銀行は大阪市に、全額負担せよと言っています。
　　弁天町のオーク200では、建築当時の借金677億がいまだに返済できていません。
第　7  コマ　　　　　タイトル　「USJ周辺土地区画整理事業」

　　ユニバーサルスタジオの敷地や周辺道路などを整備した、土地区画整理事業も大失敗しました。 その赤字は320億円です。
第　8  コマ　　　　　タイトル　「阿倍野再開発事業」
　　JR天王寺駅の南側、阿倍野地区の再開発事業では、2120億円もの借金が返済できずに、税金で赤字の穴埋めをしています。
第　9  コマ　　　　　タイトル　「公債費の推移」

　　1990年代に大阪市は､開発会社のようになり、借金をして大型公共事業をおこないました。そのつけが今、市財政にのしかかっています。

　　1995年に借金の返済額は約1000億円でしたが、2007年にはその倍の2000億円、2012年には2.5倍の2500億円近くにもなります。

第　10 コマ　　　　　タイトル　「税金のムダ遣いを改めたのか　その2」

　　関市長は、巨大開発の失敗にこりたのかというと、そうではありません。　無駄な大型開発を引き続き進めてます。

第　11  コマ　　　　タイトル　「夢洲トンネルとテクノポート線」

大阪港では、無人の島・夢洲にむけて、地下鉄テクノポート線の建設がおこなわれています。

市民がまったく利用しない道路トンネルとあわせて、夢洲と南港咲洲の区間だけでも、1300億円もかかりました。

第　12  コマ　　　　タイトル　「淀川左岸線2期事業と北ヤード開発」

高速道路の淀川左岸線2期事業では、道路公団が不採算路線だとして建設を諦めたのに、大阪市が580億円をかけて建設しています。

大阪駅の北ヤードは、民間企業がおこなう、財界のもうけ仕事なのに、市民の税金が投じられようとしています。
第　13  コマ　　　　タイトル　「大企業誘致には30億円の補助金」

また、大企業誘致には1社で30億円もの補助金を出す制度をつくりました。府の30億円とあわせて60億円にもなります。
第　14  コマ　　　　タイトル　「税金の無駄遣いは改めたのか　その３」

　関市長は、同和行政を見直したと言っていますが、実際はどうでしょうか。
第　15  コマ　　　　タイトル　「芦原病院の乱脈経営」

芦原病院へは30年あまりで190億円も補助金が出しましたが、使い道はデタラメでした。　　30年近くで、130億円も貸付けがおこなわれましたが、1円も返済されませんでした。　芦原病院にたいする貸付金の決済に、一番多く判を押したのは、関市長であります。
第　16  コマ　　　　タイトル　「西中島駐車場」
部落解放同盟の小西邦彦支部長は、西中島駐車場で、駐車料金を30億円以上も着服。日本共産党市会議員団は、姫野きよしを先頭に、30年も前から、小西邦彦の悪事を追及してきましたが、大阪市は小西邦彦をかばい続けたのであります。
第　17  コマ　　　　タイトル　「百条委員会の提案」

日本共産党は同和行政を正すために、強い調査権限をもつ100条委員会を設置するよう3度も提案。オール与党がこれを否決しました。

第　18  コマ　　　　タイトル　「市長は減給処分のみ」

　　芦原病院の問題でも、西中島の事件でも、市役所は誰一人責任を取っていません。関市長もわずかばかりの減給処分ですませました。

姫野きよしさんと藤永のぶよさんは、関市長の罪は背任罪にあたるとして、検察審査会に申し立てをおこないました。
　
第　19  コマ　　　　タイトル　「同和予算は今年度も95億円」

1969年以来、同和事業に使われた予算は1兆2千億円にもなります。格差がなくなった今、きっぱりと同和事業はやめなければなりません。ところが関市長は、「これからも同和行政は続けなければならない」と言って、今年度も95億円の予算を使っています。
第　20  コマ　　　　タイトル　「市政改革の名で・・・」

関市長が「市政改革」の名でやったのが、「市民サービスの切捨て」と、「負担増の押し付け」です。
第　21  コマ　　　　タイトル　「児童館　・　トモノス」

関市長は就任直後に、子育て支援になくてはならない児童館とトモノスをすべて廃止しました。

第　22  コマ　　　　タイトル　「職員削減」　

関市長は、5年間で5000人の職員を削減する目標をかかげ、すでに3000人を減らしました。

公立保育所を民間委託する、市立労働会館を廃止する、こうして、どんどん職員を減らしています。
第　23  コマ　　　　タイトル　「切捨てられた市民サービスの一覧」

「市民サービス」はつぎつぎと切り捨てられました。　主なものでは、生活保護世帯の夏3900円、冬4200円の見舞金や、重度障害者への給付金が廃止されました。新婚世帯の家賃補助は月5000円減額され、粗大ゴミ収集は有料化されました。

第　24　コマ　　　　　タイトル　「雪だるま式の負担増」
国民健康保険料と介護保険料は、06年度に算定方式が改悪され、07年にはさらに4.5%値上げされました。
これらは、多くの市民にとって、住民税の大幅値上げとともに、雪だるま式の負担増となりました。　　

第　25　コマ　　　　　タイトル　「関市長の三選出馬の狙い・政策」
　関市長が、三選出馬した、その狙いと、主な政策を見てみましょう。
第　26 コマ　　　　　タイトル　「市政改革のさらなる推進」

関市長は、市政改革をさらに推進すると言っています。それは一層「市民サービス」を切り捨てることです。　
そのメニューは、高齢者の水道料金福祉措置の廃止、保育料の値上げ、児童いきいき放課後事業の有料化、市営住宅福祉減免制度の見直し、家庭ごみ収集の有料化など、市民生活に直結するものばかりです。
第　27 コマ　　　　　タイトル　「地下鉄の民営化」

関市長が、「市政改革」の目玉としているのが「地下鉄の民営化」です。　　民営化とは、「市営交通」を民間企業に売ってしまうことです。
しかし地下鉄は、年210億円もの黒字を出している優良企業です。　　　　「なぜ民営化するのか」という市民の声が広がっています。
第　28 コマ　　　　　タイトル　「民営化は関西財界が言い出したこと」

地下鉄の民営化を強く求めているのは、実は、関西の財界・大企業なんです。経済同友会の「民営化提言」は、「地下鉄が民営会社になれば株式配当が期待できる」と露骨に言っています。　地下鉄のもうけを財界に回すなんてとんでもありません。

第　29 コマ　　　　　タイトル　「地下鉄がバスを支援する」

市バスは、市民の足を守るために、需要の少ないところも走しらなければならず、そのために年20億円の赤字です。
黒字の地下鉄が赤字の市バスを支援してこそ、市民の足が守れます。地下鉄をバスから切りはなして民営化するなんてとんでもありません。
第　30 コマ　　　　　タイトル　「WTC・ATCの抜本処理」

最近、急浮上してきたのが、三セク会社のWTC・ATCを「抜本処理する」ということです。これはどういうことでしょうか。
第　31 コマ　　　　　タイトル　「WTCは借金のかたまり」

WTCというビルは、会社の資本金は94億円しかないのに、銀行から1200億円も借金して建設されました。その借金をテナントの家賃で返す計画でしたが、テナントが入らない。　そこで大阪市が入居して家賃を払い、200億円の貸付までしましたが、3年前に経営破たんしました。

第　32 コマ　　　　　タイトル　「二次破たんすれば大阪市が責任持つ」

その時に、「WTCが今度、経営破綻したら、借金はすべて大阪市が責任を持ちましょう」。こう約束したのが、ほかならない関市長です。
WTCは今、二次破綻の危機に直面しています。銀行借金の残りは、527億円もあります。　　
「抜本処理」などと言って、自らの責任を棚に上げ、巨額の負担を市民に押しつけるなんて、あんまりではありませんか。
第　33 コマ　　　　　タイトル　「こんな人物に市政は任せられない」

　市民サービスは切り捨てる、地下鉄は売り飛ばす、税金のムタ゛使いは改めない、こんな人物に、市政は任せられません。
第　34 コマ　　　　　タイトル　「国保料」　　

税金のムダ使いを改めるなら、国保料を加入者一人あたり1万円値下げできます。
第　35 コマ　　　　　タイトル　「子ども医療費」

子ども医療費の無料制度を、中学校卒業にまで広げることもできます。　東京都の23区ではすでに中学卒業まで無料です。
第　36 コマ　　　　　タイトル　「中学校給食」

中学校給食は全国で８５％の市町村が実施しています。大阪市でも、中学校給食や、30人学級を、実現させましょう。

第　37 コマ　　　　　タイトル　「中小企業支援」

大企業や大型店舗を支援するのではなく、商店街や製造業などの中小企業を、応援する市政をつくりましょう。

第　38 コマ　　　　　タイトル　「姫野さんを市長に」

相次ぐ負担増で、市民のがまんも、もう限界です。　　「がまんムリ」の声をあげましょう。　
姫野きよしさんを市長にして、市政を変える、　市民要求を実現する市長選挙にしましょう。　　ご静聴、ありがとうございました。
